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令和９年度平均保険料率について
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令和８年度下期の運営委員会・支部評議会の主な議題及びスケジュール（案）
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１．令和８年度の平均保険料率に関する議論の振り返り

⚫ 令和６年度決算の単年度は収支差6,586億円の黒字であり、足元の財政状況は堅調であるものの、これまで

の協会けんぽ（旧政府管掌健康保険を含む）財政の経緯に加え、今後、協会けんぽ加入者の平均年齢上昇

や医療の高度化等により保険給付費の継続的な増加が見込まれることや、団塊の世代が後期高齢者になっ

たことにより後期高齢者支援金が中長期的に高い負担額のまま推移することが見込まれるなど、今後の協

会けんぽの財政見通しは依然として不透明な状況でした。

⚫ そのような中、運営委員会等での令和８年度の保険料率に関する議論に際しては、できる限り長く現在の

平均保険料率10％を超えないよう中長期で考えていくことを基本スタンスとしていくことをあらためて説

明したほか、今後の収支見通しについては、「幅を持った試算」や「現状より労働参加が進む場合の追加

試算」を提示する等、本部・支部の事務局から丁寧な説明・対応を行いました。

⚫ 令和８年度平均保険料率は、「保険料率を引き下げるべき」「10％維持はやむを得ない」というそれぞれ

の意見を踏まえた上で、中長期の収支見通し、政府で進めている全世代型社会保障の実現に向けた改革や

医療保険制度を取り巻く環境、社会・経済情勢などを総合的に勘案し、協会発足以降初めて（旧政府管掌

健康保険時代を含めると34年ぶり）引下げを行い、9.90％とすることを決定しました。
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２．令和９年平均保険料率に関する議論

⚫ 第144回運営委員会（令和８年９月18日開催）においては、令和９年度から令和13年度までの５年間の収

支見通しの機械的試算を行うにあたっての前提として、

① 協会けんぽにおける実績を踏まえた試算

② 幅を持った試算

を設定し、計15パターン（昨年度は31パターン）の「５年収支見通し」や「今後15年間のごく粗い試算」

を示しました。なお、参考ケースとして、2029年度以降の国庫補助率について、３つの前提（16.4％、

15.0％、13.0％）を置いた試算も併せて示しました。

⚫ このほか、「保険料率に関する論点」やこれまでの協会けんぽ財政経緯や1人当たり医療給付費等の推移や

賃金の動向、経済財政運営と改革の基本方針2026（骨太方針2026）といった参考情報を事務局から提示し、

議論が開始されました。
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３．2027(令和９)年平均保険料率に関する論点

⇒ 資料1-2 P2［参考データ1］
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３．2027(令和９)年平均保険料率に関する論点

資料1-2 P4、5、6［参考データ3、4、5］

⇒ 資料1-2［参考データ2］

資料1-2 P7［参考データ6］

資料1-2 P8［参考データ7］

資料1-2 P9、10、11［参考データ8-1、8-2、8-3］
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３．2027(令和９)年平均保険料率に関する論点

⇒ 資料1-2 P12、13［参考データ9-1、9-2］

⇒ 資料1-2 P14，15［参考データ10-1、10-2］
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３．2027(令和９)年平均保険料率に関する論点
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３．2027(令和９)年平均保険料率に関する論点

⇒ 資料1-2 P16，17［参考データ11-1、11-2］
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３．2027(令和９)年平均保険料率に関する論点
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３．2027(令和９)年平均保険料率に関する論点


	スライド 1
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5
	スライド 6
	スライド 7
	スライド 8
	スライド 9
	スライド 10
	スライド 11

